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6
月
3
日
、
ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ

ド
筑
波
で
「
農
産
物
販
売
高

1
0
0
億
円
達
成
記
念
式
典
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

二
所
ノ
関
親
方
（
元
横
綱 

稀
勢

の
里
）
が
お
祝
い
に
駆
け
付
け

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
当
組
合
の
2
0
2
4
年
度
の

農
産
物
販
売
高
は
、
2
0
1
9

年
の
合
併
以
来
、
目
標
で
あ
っ

た
1
0
0
億
円
の
大
台
を
突
破

し
、
1
0
9
億
円
と
な
り
ま
し

た
。
池
田 

正 

代
表
理
事
組
合
長

は
「
生
産
者
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

と
卸
売
市
場
な
ど
多
く
の
方
々

の
ご
協
力
に
よ
り
、
目
標
の
販

売
高
1
0
0
億
円
を
突
破
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
管
内

農
産
物
の
魅
力
を
積
極
的
に
国

内
外
に
発
信
し
、
ブ
ラ
ン
ド
力

を
高
め
有
利
販
売
・
販
路
拡
大

に
努
め
る
」
と
力
強
く
述
べ
ま

し
た
。

農
産
物
販
売
高

1
0
0
億
円
達
成

記
念
式
典
を
開
催

活  動  報  告

2



　
6
月
3
日
、
ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ

ド
筑
波
で
「
農
産
物
販
売
高

1
0
0
億
円
達
成
記
念
式
典
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

二
所
ノ
関
親
方
（
元
横
綱 

稀
勢

の
里
）
が
お
祝
い
に
駆
け
付
け

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
当
組
合
の
2
0
2
4
年
度
の

農
産
物
販
売
高
は
、
2
0
1
9

年
の
合
併
以
来
、
目
標
で
あ
っ

た
1
0
0
億
円
の
大
台
を
突
破

し
、
1
0
9
億
円
と
な
り
ま
し

た
。
池
田 

正 

代
表
理
事
組
合
長

は
「
生
産
者
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

と
卸
売
市
場
な
ど
多
く
の
方
々

の
ご
協
力
に
よ
り
、
目
標
の
販

売
高
1
0
0
億
円
を
突
破
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
管
内

農
産
物
の
魅
力
を
積
極
的
に
国

内
外
に
発
信
し
、
ブ
ラ
ン
ド
力

を
高
め
有
利
販
売
・
販
路
拡
大

に
努
め
る
」
と
力
強
く
述
べ
ま

し
た
。

農
産
物
販
売
高

1
0
0
億
円
達
成

記
念
式
典
を
開
催

活  動  報  告

3



　
年
金
友
の
会
は
6
月
4
日
、
土
浦
市
の

霞
ヶ
浦
総
合
公
園
多
目
的
広
場
で
「
第
５
回

年
金
友
の
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
を

開
き
、
会
員
1
4
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
選
手
ら
は
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
非
常
に

レ
ベ
ル
の
高
い
試
合
と
な
り
ま
し
た
。

　
熱
戦
の
結
果
、
土
浦
市
の
栗
原
利
雄
さ
ん

が
優
勝
に
輝
き
「
県
大
会
出
場
を
目
標
に
練

習
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
こ
の
よ
う
な
成
績

を
収
め
る
こ
と
が
で
き
て
大
変
う
れ
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
同
大
会
は
、
3
ゲ
ー
ム
全
24
ホ
ー
ル
の
総

ス
コ
ア
を
競
い
合
い
、
上
位
60
人
が
10
月
に

開
催
さ
れ
る
県
大
会
へ
進
出
し
ま
す
。

　
女
性
部
は
6
月
19
日
、
牛
久
市
運
動
公
園
体
育

館
で
全
支
部
合
同
輪
投
げ
大
会
を
開
催
し
、

1
5
4
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
全
支
部
（
9
支
部
）

合
同
で
の
大
会
は
昨
年
に
続
き
2
回
目
で
、
普
段

は
交
流
の
な
い
部
員
と
の
親
睦
を
図
る
貴
重
な
場

と
し
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
髙
谷
夕
起
子
部
長
は
「
今
年
も
合
同
で
の
大
会

を
開
催
で
き
て
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
時
間
を
皆

さ
ん
と
共
有
し
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
大
会
の
結
果
、
個
人
の
部
は
土
浦
中
央
支
部
堀

越
節
子
さ
ん
、
団
体
の
部
は
美
浦
支
部
が
第
一
位

に
輝
き
ま
し
た
。

 

グラウンドゴルフ大会開催

女
性
部
輪
投
げ
大
会
開
催

活  動  報  告

東急ストア大堀社長が
れんこん掘り取りを体験

　
6
月
5
日
、
全
農
茨
城
県
本
部
主
催
「
株
式
会
社
東
急
ス
ト
ア 

産
地
視
察
」
に
参
加
し

ま
し
た
。
株
式
会
社
東
急
ス
ト
ア 

大
堀
左
千
夫
代
表
取
締
役
社
長
を
は
じ
め
、
市
場
担
当

者
、
量
販
店
、
卸
売
業
者
、
全
農
、
J
A
役
職
員
ら
が
藤
井
雅
敏
霞
ヶ
浦
蓮
根
部
会
長
の
圃

場
を
訪
れ
、
実
際
に
れ
ん
こ
ん
の
掘
り
取
り
を
お
こ
な
い
、
農
業
の
す
ば
ら
し
さ
や
苦
労
を

体
感
し
ま
し
た
。

　
池
田
正
組
合
長
は
「
れ
ん
こ
ん
を
含
め
た
管
内
特
産
物
を
積
極
的
に
P
R
・
販
売
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
要
望
し
、
大
堀
社
長
は
「
農
家
の
方
々
が
大
変
苦
労
し
掘
ら
れ
た
れ
ん
こ

ん
を
今
後
も
ア
ピ
ー
ル
し
、
取
り
扱
い
を
拡
大
し
て
い
く
」
と
応
え
ま
し
た
。

　
J
A
水
郷
つ
く
ば
青
年
部

は
ば
た
く
会
は
6
月
27
日
、

土
浦
市
内
に
て
50
周
年
記
念

祝
賀
会
を
開
催
し
、
部
会
員

を
は
じ
め
、
安
藤
真
理
子
土

浦
市
長
、
市
職
員
、
茨
城
県

南
農
林
事
務
所
、
は
ば
た
く

会
O
B
、
J
A
役
職
員
ら
46

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
は
ば
た
く
会
は
、
土
浦
地

域
を
代
表
す
る
「
担
い
手
農

家
」
の
青
年
部
組
織
と
し
て

1
9
7
6
年
5
月
に
発
足
し
、

現
在
は
20
代
か
ら
50
代
ま
で

の
23
人
で
組
織
さ
れ
て
い
ま

す
。
水
稲
か
ら
れ
ん
こ
ん
、

果
樹
、
露
地
野
菜
と
会
員
の

生
産
物
は
様
々
で
、「
後
継
農

業
者
が
よ
り
よ
い
郷
土
の
発

展
を
目
指
し
会
の
親
睦
を
図

る
」
と
い
う
、
生
産
部
会
と
は
一
線
を
画
す
特
色
が
あ
り
ま
す
。

　
同
部
会
の
井
坂
祐
太
会
長
は
「
50
周
年
と
い
う
節
目
は
、
過
去
を
振
り
返
る

と
同
時
に
、
未
来
へ
と
踏
み
出
す
新
た
な
出
発
点
で
も
あ
り
ま
す
。
次
の
10
年
、

20
年
、
そ
の
先
の
未
来
へ
向
け
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
柔
軟
に
、
そ
し
て
誠
実

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
私
は
「
食
が
日
本
の
意
識
を
変
え
る
」
と
考
え

て
お
り
、
生
産
者
が
日
々
行
っ
て
い
る
努
力
は
、
今
の
日
本
に
と
っ
て
は
か
り

し
れ
な
い
く
ら
い
重
要
な
役
割
で
す
。
日
本
か
ら
農
業
が
消
え
な
い
よ
う
な
未

来
を
、
そ
し
て
持
続
可
能
な
農
業
を
一
緒
に
作
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

力
強
く
述
べ
ま
し
た
。

はばたく会50周年記念祝賀会を開催
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今
泉
共
撰
部
会
は
6
月
5
日
、
小
山
崎
花
卉
集
荷
所
で
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
目
揃
え
会
を

開
催
し
、
部
会
員
を
は
じ
め
、
普
及
セ
ン
タ
ー
、
J
A
職
員
ら
15
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
目
揃
え
会
で
は
、
穂
数
、
切
り
前
（
適
期
に
収
穫
す
る
た
め
の
準

備
や
管
理
）、
葉
の
枚
数
等
の
規
格
、
病
害
虫
防
除
等
の
管
理
に
関
す

る
情
報
共
有
に
つ
い
て
再
度
確
認
し
意
識
統
一
を
図
り
ま
し
た
。

　
営
農
部
販
売
課
遠
藤
拓
海
担
当
は
「
夏
場
の
異
常
気
象
へ
の
対
策

が
年
間
通
し
て
の
販
売
に
大
き
く
影
響
し
て
く
る
た
め
、
関
係
機
関
・

各
市
場
と
連
携
し
高
秀
品
率
で
の
販
売
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
ま
し
た
。

　
茨
城
県
は
、
鹿
児
島
県
、
長
野
県
に
並
ぶ
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
の
大
産
地
で
、
同
部
会
は

5
月
か
ら
11
月
ま
で
2
3
0
万
本
の
出
荷
を
見
込
み
ま
す
。

 

グラジオラス目揃え会を開催

活  動  報  告

　
胡
瓜
部
会
は
5
月
29
日
、
霞
ヶ
浦
支
店
で
栽
培
講
習
会
を
開
催
し
、
部
会
員

を
は
じ
め
種
苗
・
肥
料
メ
ー
カ
ー
、
J
A
職
員
ら
10
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
習
会
で
は
、
今
夏
も
酷
暑
に
よ
る
高
温
障
害
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

暑
さ
に
強
い
品
種
の
導
入
、
遮
光
対
策
、
土
壌
・
水
の
管
理
、
害
虫
対
策
等
、

良
品
質
な
胡
瓜
を
収
穫
で
き
る
よ
う
情
報
を
共
有
し
ま
し
た
。

　
山
本
孝
則
部
会
長
は
「
講
習
会
の
内
容
を
本
年
抑
制
栽
培
に
活
か
し
、
高
品

質
な
胡
瓜
の
出
荷
を
お
願
い
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

胡
瓜
部
会
が
講
習
会
を
開
催

　
竜
ケ
崎
花
き
園
芸
部
会
は
6
月
19
日
、
牛
久
支
店
で

小
菊
目
揃
え
会
を
開
催
し
、
部
会
員
を
は
じ
め
、
沼
田

和
利
牛
久
市
長
、
市
場
関
係
者
、
普
及
セ
ン
タ
ー
、 

Ｊ

Ａ
役
職
員
ら
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
目
揃
え
会
で
は
、
花
色
・
花
型
、
茎
の
太
さ
や
曲
が

り
等
を
秀
・
優
・
良
へ
区
分
す
べ
く
品
質
お
よ
び
選
別

の
再
確
認
を
お
こ
な
い
、
意
識
統
一
を
図
り
ま
し
た
。

　
山
本
誠
司
部
会
長
は
「
今
年
も
暑
い
日
が
続

き
、
燃
料
・
資
材
価
格
の
高
騰
な
ど
、
生
産
者

に
と
っ
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
が
、
各

関
係
者
と
情
報
交
換
を
密
に
し
、
安
定
供
給
に

つ
な
げ
た
い
」
と
力
強
く
話
し
ま
し
た
。

　
同
部
会
の
小
菊
は
、
市
場
よ
り
高
い
評
価
を

い
た
だ
い
て
お
り
、
7
月
の
東
京
盆
か
ら
9
月
の
彼
岸

に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
11
月
中
旬
ま
で
出
荷
さ
れ
、
出
荷

高
1
億
円
を
目
指
し
ま
す
。

お
盆
に
向
け
て
出
荷
開
始

ハウス蓮根目揃え会
　
蓮
根
部
会
霞
ヶ
浦
ハ
ウ
ス
蓮
根
研
究
会
は
6
月

5
日
、
霞
ヶ
浦
中
央
集
荷
所
で
ハ
ウ
ス
蓮
根
目
揃
え

会
を
開
催
し
、
部
会
員
を
は
じ
め
、
関
係
市
場
、
普

及
セ
ン
タ
ー
、
全
農
、
J
A
職
員
ら
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
目
揃
え
会
で
は
、
出
荷
物
を
手
に
取
り
、
変
色
・
変
形
も

の
は
Ａ
品
に
い
れ
な
い
、
掘
り
取
り
の
際
は
、
ド
ロ
が
入
ら

な
い
よ
う
に
節
を
付
け
掘
り
取
る
、
箱
詰
め
の
際
は
必
ず
切

り
戻
し
穴
の
中
を
確
認
す
る
等
、
収
穫
時
・
選
別
時
の
注
意

点
を
再
度
共
有
し
、
意
識
統
一
を
図
り
ま
し
た
。

　
霞
ヶ
浦
支
店
中
央
集
荷
所
近
藤
秀
憲
所
長
は
「
霞
ヶ
浦
の

ハ
ウ
ス
蓮
根
は
、
市
場
か
ら
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
本
年
も
規
格
統
一
を
図
り
有
利
販
売
に
つ
な
げ
た
い
」

と
意
気
込
み
ま
し
た
。
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は
6
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5
日
、
小
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で
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ジ
オ
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会
を
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催
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会
員
を
は
じ
め
、
普
及
セ
ン
タ
ー
、
J
A
職
員
ら
15
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
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収
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葉
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す
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情
報
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い
て
再
度
確
認
し
意
識
統
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を
図
り
ま
し
た
。

　
営
農
部
販
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課
遠
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拓
海
担
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は
「
夏
場
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異
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が
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販
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影
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た
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市
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携
し
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で
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し
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。

　
茨
城
県
は
、
鹿
児
島
県
、
長
野
県
に
並
ぶ
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
の
大
産
地
で
、
同
部
会
は

5
月
か
ら
11
月
ま
で
2
3
0
万
本
の
出
荷
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催
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。
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5
月
30
日
に
千
代
田
義
務
教
育
学

校
、
6
月
11
日
に
茨
城
県
立
竜
ヶ
崎

南
高
等
学
校
で
J
A
共
済
連
主
催
の

自
転
車
交
通
安
全
教
室
に
参
加
し
ま

し
た
。

　
教
室
で
は
自
転
車
交
通
事
故
の
危

険
性
を
認
識
す
べ
く
、
ス
タ
ン
ト
マ

ン
に
よ
る
危
険
な
自
転
車
運
転
例
と

そ
れ
に
よ
り
生
じ
る
交
通
事
故
場
面

を
再
現
し
、
生
徒
が
事
故
の
危
険
性

を
疑
似
体
験
（
ス
ケ
ア
ー
ド
・
ス
ト

レ
イ
ト
教
育
技
法
）
し
ま
し
た
。

　
自
転
車
で
の
並
走
運
転
、
な
が
ら

ス
マ
ホ
、
傘
差
し
運
転
等
、
実
際
に

起
こ
り
う
る
場
面
を
想
定
し
、
ス
タ

ン
ト
マ
ン
が
対
自
転
車
お
よ
び
対
通

行
人
の
衝
突
事
故
を
再
現
し
、
生
徒

は
そ
の
勢
い
に
衝
撃
を
受
け
て
い
ま

し
た
。

　
堀
越
常
務
理
事
は
「
本
日
の
教
室

を
契
機
に
、
改
め
て
交
通
事
故
の
危

険
性
を
認
識
し
、
ル
ー
ル
を
守
り
、

事
故
の
な
い
安
全
で
快
適
な
学
生
生

活
を
送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

 

活  動  報  告

　
6
月
14
日
、
牛
久
支
店
に
て
「
年
金
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
相
談
会
は
、

年
金
の
専
門
家
（
社
会
保
険
労
務
士
）
を
お
呼
び
し
、
毎
月
開
催
し
て
お
り
、
年
金

請
求
手
続
き
の
お
手
伝
い
を
始
め
、
も
ら
い
忘
れ
の
年
金
が
な
い
か
、
将
来
も
ら
え

る
年
金
は
い
く
ら
か
等
の
質
問
・
疑
問
に
お
答
え
し
て
い
ま
す
。

　
ご
相
談
い
た
だ
い
た
方
は
「
色
々
教
え
て
い
た
だ
い
て
、
不
安
が
解
消
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
友
達
に
も
薦
め
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
相
談
会
は
予
約
制
で
、
お
一
人
ず
つ
の
個
別
相
談
と
な
っ
て
お
り
、
ど
な
た

で
も
無
料
で
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。
次
回
は
8
月
30
日
に
土
浦
西
支
店
、
9
月
6

日
に
竜
ケ
崎
西
支
店
に

て
開
催
い
た
し
ま
す
。

ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

年
金
相
談
会
開
催

安
全
運
転
の
重
要
性
を
再
認
識

じゃがいも掘り体験
　
6
月
14
日
、
土
浦
市
内
の
畑
に
て
ヨ
リ
ア

イ
農
場
「
旬
な
遠
足
　
じ
ゃ
が
い
も
編
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
6
組
22
名
の
親

子
が
参
加
し
、
子
供
た
ち
も
一
生
懸
命
た
く

さ
ん
の
じ
ゃ
が
い
も
を
収
穫
し
、
そ
の
場
で

ふ
か
し
た
じ
ゃ
が
い
も
の
試
食
も
お
こ
な
わ

れ
、
笑
顔
が
絶
え
な
い
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。
営
農
部
営
農
企
画
課
折
本
隼

也
担
当
は
「
楽
し
み
な
が
ら
、
た
く
さ
ん
収

穫
す
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で

す
。
じ
ゃ
が
い
も
の
収
穫
を
通
じ
て

農
業
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
ヨ
リ
ア
イ
農
場
は
、「
地
域
を
元
気

付
け
た
い
、
生
活
者
と
地
域
、
農
業
の

絆
を
も
っ
と
深
め
た
い
」
と
い
う
強
い
思
い

か
ら
、
2
0
1
5
年
よ
り
活
動
を
は
じ
め
ま

し
た
。
一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
「
農
業
」

の
作
る
喜
び
や
育
て
る
楽
し
み
を
感
じ
て
い

た
だ
く
た
め
、
農
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
、
食
育

活
動
、
企
業
と
の
共
同
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
6
月
下
旬
、「
メ
ロ
ン
・
ス
イ
カ
ま
つ
り
」、「
初
夏
の
収
穫
祭
」、「
旬
の
果

実
祭
」
等
、
各
直
売
所
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
が
旬
の
メ
ロ
ン
・
ス
イ
カ
の
試
食
販
売
、
じ
ゃ
が
い
も
・
玉
ね
ぎ
の
詰
め

放
題
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
多
数
出
店
し
、
ご
来
店
い
た
だ
い
た
お
客
様
に
大
変

好
評
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
担
当
者
は
「
炎
天
下
、
た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
ご
来
店
い
た
だ
き
大
変
う
れ

し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
生
産
者
の
方
々
と
協
力
し
、
み
な
さ
ま
に
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

各
直
売
所
で
イ
ベ
ン
ト
開
催
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談
会
は
予
約
制
で
、
お
一
人
ず
つ
の
個
別
相
談
と
な
っ
て
お
り
、
ど
な
た

で
も
無
料
で
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。
次
回
は
8
月
30
日
に
土
浦
西
支
店
、
9
月
6

日
に
竜
ケ
崎
西
支
店
に

て
開
催
い
た
し
ま
す
。

ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

年
金
相
談
会
開
催

安
全
運
転
の
重
要
性
を
再
認
識

じゃがいも掘り体験
　
6
月
14
日
、
土
浦
市
内
の
畑
に
て
ヨ
リ
ア

イ
農
場
「
旬
な
遠
足
　
じ
ゃ
が
い
も
編
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
6
組
22
名
の
親

子
が
参
加
し
、
子
供
た
ち
も
一
生
懸
命
た
く

さ
ん
の
じ
ゃ
が
い
も
を
収
穫
し
、
そ
の
場
で

ふ
か
し
た
じ
ゃ
が
い
も
の
試
食
も
お
こ
な
わ

れ
、
笑
顔
が
絶
え
な
い
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。
営
農
部
営
農
企
画
課
折
本
隼

也
担
当
は
「
楽
し
み
な
が
ら
、
た
く
さ
ん
収

穫
す
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で

す
。
じ
ゃ
が
い
も
の
収
穫
を
通
じ
て

農
業
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
ヨ
リ
ア
イ
農
場
は
、「
地
域
を
元
気

付
け
た
い
、
生
活
者
と
地
域
、
農
業
の

絆
を
も
っ
と
深
め
た
い
」
と
い
う
強
い
思
い

か
ら
、
2
0
1
5
年
よ
り
活
動
を
は
じ
め
ま

し
た
。
一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
「
農
業
」

の
作
る
喜
び
や
育
て
る
楽
し
み
を
感
じ
て
い

た
だ
く
た
め
、
農
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
、
食
育

活
動
、
企
業
と
の
共
同
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
6
月
下
旬
、「
メ
ロ
ン
・
ス
イ
カ
ま
つ
り
」、「
初
夏
の
収
穫
祭
」、「
旬
の
果

実
祭
」
等
、
各
直
売
所
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
が
旬
の
メ
ロ
ン
・
ス
イ
カ
の
試
食
販
売
、
じ
ゃ
が
い
も
・
玉
ね
ぎ
の
詰
め

放
題
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
多
数
出
店
し
、
ご
来
店
い
た
だ
い
た
お
客
様
に
大
変

好
評
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
担
当
者
は
「
炎
天
下
、
た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
ご
来
店
い
た
だ
き
大
変
う
れ

し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
生
産
者
の
方
々
と
協
力
し
、
み
な
さ
ま
に
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

各
直
売
所
で
イ
ベ
ン
ト
開
催
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茨城県ＪＡ農政・地域振興対策協議会

茨城県ＪＡ農政・地域振興対策協議会とは

①食料・農業・ への理解醸成（食農教育活動）

第49回「ごはん・お米とわたし」作文・図画コンクール

みなさまからのカンパをお願いいたします。

お米の消費拡大と稲作の多面的役割への理解促進のため県内の小中学生を対象に開催。
【応募総数】 点（作文 点、図画 点） 前年度より 点増
【参加賞】茨城県産米「ふくまる」を応募者全員に贈呈

令和６年度は４作品が全国入賞。
大臣賞等の上位賞は 期連続︕

【最優秀賞（ 茨城県中央会長賞）】
〇作文の部 全国・文部科学大臣賞
常陸太田市立峰山小学校５年 笠原 穂さん
「お茶わんいっぱいの幸せ」

〇図画の部 全国・優秀賞
阿見町立阿見小学校６年 木鉛 直さん
「やきおにぎりが一番︕︕」

第 回受賞作品▼

令和 年度
収支決算書

（単位：千円）

国際情勢の緊迫や円安の影響が続き、燃油や資材価格が高止まりしています。一方で、農産物へ
の価格転嫁は進まず、農業は厳しい状況にあります。また、日本の食料自給率は ％と低い水準で、
食料安全保障の重要性が増しています。
当協議会は、食料安全保障の強化の実現のため、消費者理解の促進や、 組合員・ 役職員の

農政学習活動に取り組んでいます。

消費者

収入の部 支出の部
組合員・役職員カンパ 17,334 農政対策費 489
全国連・県連助成金等 2,639 対外広報費 5,173
雑収入 組織助成金 2,000
前年度繰越金 2,451 全国拠出金 9,495

事務費、その他 2,279
合計 22,429 合計 19,437

県ＪＡ青年連盟
県ＪＡ女性協議会 等組合員・ 役職員

次年度繰り越し
2,991

令和 年度の主な活動成果

食料・農業・ への理解醸成、農政学習活動の促進、茨城農業確立に向けた関係団体との連携・支援

 

 

②農政課題に対応した農政運動の展開

③茨城農業確立に向けた関係団体と
の連携・支援

地域農業確立と地産地消の推進のため、ＪＡ茨
城県青年連盟、茨城県ＪＡ女性組織協議会への支
援と連携した取り組みを進めました。

食料や農業に関する情勢を学び、農政課題に対応していくため、農政シンポジウムを開催しまし
た。県内 ・連合会の役職員の他、県農水産業関係団体や協同組合ネットいばらき加盟団体の役職
員も参加しての開催となりました。

農政シンポジウム

「ごはん・お米とわたし」作文・図画コンクール県表彰式、作品展の実施
＜県表彰式の実施＞

④全国拠出金について

全中の農政･広報対策資金として、国消国産等
の広報活動や、食料安全保障強化を確立するため、
国会議員や農水省に対する農政活動に活用されて
います。

月 日～ 日 イオンモール水戸内原 階イオンスタイル前（写真右）

月 日 ホテル・ザ・ウエストヒルズ・水戸 階「千波」にて県表彰式を開催（写真左）

表彰式の はこちら

＜作品展の実施＞

＜作品の活用＞
・ グループ茨城 作文・図画コンクール特設 へ作品の掲載
・表彰式動画を に公開
・ 茨城放送における作文の部の最優秀者の朗読、作文・図画最優秀者インタビュー放送

・ 月 日 グループ茨城 農政シンポジウム
ザ・ヒロサワ・シティ会館 小ホール

講演
「守れ︕食料・農業・農村 食料危機から日本を救う提言︕」

東京大学大学院農学生命科学研究科特任教授 鈴木 宜弘 氏

「私たち消費者は食料安全保障の確立にどう向かい合えば良いのか」
東京農業大学国際食料情報学部教授 上岡 美保 氏
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7月の営農情報

おいしい野菜の作り方
～アブラナ科とキク科：葉物野菜の混植栽培～

【メリット】：アブラナ科をねらってやって来るモンシロチョウや
コナガを、キク科の匂いでブロックする作戦。

【栽培する葉物野菜】
▶アブラナ科：ミズナ、チンゲンサイ

▶キク科：シュンギク、リーフレタス

◆栽培暦：は種・9月~10月上旬  収穫・11~12月
【畑の準備（100㎡あたり）】
▶種まき2週間前：苦土石灰5kgを散布し、よく耕す。

▶種まき1週間前：完熟堆肥を200kg、有機質入り肥料を15kg
散布し、よく耕す。

▶幅90cm、高さ5~10cmの畝を立てる。

【種まき（作付け）】
◆発芽しやすいアブラナ科はすじまき：ミズナとチンゲンサイは、

まき溝を作り1cm間隔で種をまく。覆土・鎮圧後、水やりす
る。

◆発芽しにくいキク科は育苗して移植：シュンギクとリーフレタ
スは、吸水処理し、ポットかセルトレーに3粒まき。発芽して
本葉が確認できたら、両方とも株間20cmで移植する。

＊アブラナ科とキク科が隣り合うように作付けする。
◆条間は20cm以上：各株が大きくなるのを見越して、条間は

広いほうが良い。

◆防虫ネットを掛ける：ダメージの大きい初期の虫害を防ぐた
め、防虫ネットを掛ける。害虫が減る10月下旬以降は外しても
よい。

【間引き：アブラナ科野菜】
◆ミズナとチンゲンサイ：2回以上。
•1回目：本葉が確認できた頃に2cm間隔。

•2回目：葉が込み合ってきたら4cm間隔に。

•最終的な株間：16cm以上。

【収 穫】
◆ミズナは15~20cm、チンゲンサイは草丈10~15cmぐらいで

若どりする。

◆シュンギクとリーフレタスは順次、かきとり収穫。

▶シュンギク：草丈が25cmになったら摘み取る。：その時、主
枝の葉を4~5枚残す。わき芽がでてきてまた収穫できる。

▶リーフレタス：すべて取ってしまわず、外側の葉をかき取る。
次々に新しい葉が出て、年内いっぱい収穫できる。

季節を彩る手しごと
～ビタミンEが老化を防止 “とうもろこし”～

◆とうもろこしのミニ知識

▶おいしい時期：6~9月

▶とうもろこしは実の部分（胚乳）と
胚芽の部分を合わせて食べる。

＊胚乳：でん粉、たんぱく質  

＊胚芽（粒の付け根の部分）：生長すると芽になる。リノール酸、
ビタミンB₁、B₂、E、 食物繊維、鉄、亜鉛、カリウムなどの
栄養素がつまっている。

＊芯から粒をはずす時は、胚芽を損なわないようにていねいに!

◆とうもろこしとコンビーフのパスタサラダ
<材料（作りやすい分量）>

•ゆでとうもろこし……1/2カップ

•タマネギ……1/2個　　•コンビーフ……1缶（80g）

•A  カレー粉、砂糖……各小さじ1

　　 マヨネーズ……大さじ3~4　　塩……少々

•酢……大さじ2　　•マカロニ……100g

<作り方>

①タマネギは薄切りにする。コンビーフは粗くほぐす。

②タマネギと酢をあえて5分おく。Aとゆでとうもろこし、コン
ビーフを加え、よくあえる。

③マカロニはたっぷりの湯で、表示通りにゆでる。ざるに上げて
水で洗い、ペーパーで水気をふきとって②に加えてあえる。

◆おいしいコツ：とうもろこしは水からゆでる!

•とうもろこしは水からゆで、沸騰してから3分で火を止め、ざ
るに取り、あとは余熱で仕上げる。みずみずしいのに歯ごた
えが残り、プリプリの状態が保てる。

（執筆 茂垣）

レンコン
　7月中旬から8月上旬は茎葉繁茂期
にあたり、それ以降、品種間差はある
が、花の開花立ちあがりとともに地下
茎の肥大期に入る。そこで、追肥や病
害虫防除をはじめ、適切な肥培管理が
重要である。

（1）立葉を健全に育てるとともに、地下茎の主茎、第一次分岐
茎の生長肥大を早めるため、7月中・下旬までに必ず追肥を
行う。

▶レンコンの窒素、リン酸、カリの吸収量が増加するのは7月中・
下旬から8月中・下旬である。

▶収量増加の期待できるケイ酸加里プレミアムやケイカリンプラ
スの追肥も有効である。

（2）褐斑病対策を徹底する。褐斑病は、曇雨天の続いた後や
台風など強い風雨があると広域で拡大する。

▶防除薬剤はトップジンM水和剤とトップジンM粉剤DLが収穫
前日まで使用できる。

▶使用回数は各々3回以内であるが、水和剤または粉剤DLのど
ちらかで防除し、合わせて3回以内の使用回数である。

（3）イネネクイハムシは7月中旬が防除適期で、トレボン粒剤
が収穫14日前までに3回以内使用できる。

▶トレボン粒剤は、水滴のある葉に付着すると薬害が生じる恐
れがあるので注意する。

（4）レンコンネモグリセンチュウ対策を強化する。
▶被害が予想されるほ場に作付けしたレンコンは、9月までに収

穫を終了する。
▶被害を受けたほ場では、夏~秋の対策として石灰窒素の施用

が有効。
•7月下旬~8月の夏施用では7~9割、9~10月の秋施用で

5~7割のセンチュウが減少するとのデータがある。
•センチュウ被害がひどいため、休作したほ場では石灰窒素を

8月に施用する。
◆石灰窒素施用の留意事項
＊₁10a当りの使用量は100kg。
＊₂防除資材としての使用は1ほ場1回。
＊₃薬害が出るので、㋐周辺ほ場にドリフトしない㋑水の流出の

ないほ場でのみ施用する。
◆グランドオンコル粒剤は、隣接田への漏水やドリフトの危険

性が高まる7月から12月は使用しないでください。
（注）記載農薬の登録は令和7年6月11日現在。使用する前に必ずラベルを確認

し、安全基準を遵守してください。

水 稲（高品質米生産をめざして）
【籾に蓄積するデンプンの由来】
◆出穂後は葉や分げつなどの栄

養生長が停止し、籾にデンプン
が蓄積して穂の生長が始まる。

◆籾に蓄積するデンプンの由来
•籾のデンプンのうち、出穂前に生産されるものは20~40%、

60~80%は出穂後につくられる。
▶近年多発する高温下の登熟では、葉の光合成能や籾でのデン

プン合成能が低下することから、デンプン粒とデンプン粒の
間に隙間ができ、白く濁った白未熟粒が発生しやすい。

▶夜温が高くなると、日中の光合成でつくられた糖が夜間の呼
吸により消費され、籾に移動する糖が減少するため、登熟不
良になりやすい。

【出穂後の水管理のポイント】：籾にしっかりとデンプンが蓄積
して登熟が進む水管理。

◆地温を下げて根の活性を維持する：田面の足跡に水が溜まっ
ている程度の飽水状態にすると、湛水状態に比べて地温が低
く推移する。

◆落水の時期：概ね出穂30日後⇒早期に落水すると、根の機
能の減退により登熟が不良となり、品質や収量が低下する。

【斑点米カメムシ類の防除対策】
◆等級落ちの主な原因のひとつとして斑点米カメムシ類による

着色米がある。
◆本県における主な斑点米カメムシ類は、イネカメムシ、クモ

ヘリカメムシ、アカスジカスミカメである。
◆防除のポイント（詳細は6月号）
▶畦畔雑草管理：畦畔や水田周辺の除草は出穂の14日前まで

に終わらせる。出穂期前後の除草はカメムシを水田内に追い
込んでしまい逆効果。

▶不稔粒対策（減収対策）：出穂期~穂揃期
•この時期にイネカメムシなどに集中して加害されると不稔（し

いな）になり減収する。また、穂は青立ちになる。
▶斑点米対策：乳熟期
•斑点米は農産物検査では着色粒に分類される。（1等米：混

入率0.1%以下）
表  稲のカメムシ類に登録のある主な薬剤（令和7年6月11日現在）

農薬使用の際は、ラベルの記載内容を守り、
周囲への飛散に注意して散布しましょう。

農業は “いのちを育む”
生命産業である
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7月の営農情報

おいしい野菜の作り方
～アブラナ科とキク科：葉物野菜の混植栽培～

【メリット】：アブラナ科をねらってやって来るモンシロチョウや
コナガを、キク科の匂いでブロックする作戦。

【栽培する葉物野菜】
▶アブラナ科：ミズナ、チンゲンサイ

▶キク科：シュンギク、リーフレタス

◆栽培暦：は種・9月~10月上旬  収穫・11~12月
【畑の準備（100㎡あたり）】
▶種まき2週間前：苦土石灰5kgを散布し、よく耕す。

▶種まき1週間前：完熟堆肥を200kg、有機質入り肥料を15kg
散布し、よく耕す。

▶幅90cm、高さ5~10cmの畝を立てる。

【種まき（作付け）】
◆発芽しやすいアブラナ科はすじまき：ミズナとチンゲンサイは、

まき溝を作り1cm間隔で種をまく。覆土・鎮圧後、水やりす
る。

◆発芽しにくいキク科は育苗して移植：シュンギクとリーフレタ
スは、吸水処理し、ポットかセルトレーに3粒まき。発芽して
本葉が確認できたら、両方とも株間20cmで移植する。

＊アブラナ科とキク科が隣り合うように作付けする。
◆条間は20cm以上：各株が大きくなるのを見越して、条間は

広いほうが良い。

◆防虫ネットを掛ける：ダメージの大きい初期の虫害を防ぐた
め、防虫ネットを掛ける。害虫が減る10月下旬以降は外しても
よい。

【間引き：アブラナ科野菜】
◆ミズナとチンゲンサイ：2回以上。
•1回目：本葉が確認できた頃に2cm間隔。

•2回目：葉が込み合ってきたら4cm間隔に。

•最終的な株間：16cm以上。

【収 穫】
◆ミズナは15~20cm、チンゲンサイは草丈10~15cmぐらいで

若どりする。

◆シュンギクとリーフレタスは順次、かきとり収穫。

▶シュンギク：草丈が25cmになったら摘み取る。：その時、主
枝の葉を4~5枚残す。わき芽がでてきてまた収穫できる。

▶リーフレタス：すべて取ってしまわず、外側の葉をかき取る。
次々に新しい葉が出て、年内いっぱい収穫できる。

季節を彩る手しごと
～ビタミンEが老化を防止 “とうもろこし”～

◆とうもろこしのミニ知識

▶おいしい時期：6~9月

▶とうもろこしは実の部分（胚乳）と
胚芽の部分を合わせて食べる。

＊胚乳：でん粉、たんぱく質  

＊胚芽（粒の付け根の部分）：生長すると芽になる。リノール酸、
ビタミンB₁、B₂、E、 食物繊維、鉄、亜鉛、カリウムなどの
栄養素がつまっている。

＊芯から粒をはずす時は、胚芽を損なわないようにていねいに!

◆とうもろこしとコンビーフのパスタサラダ
<材料（作りやすい分量）>

•ゆでとうもろこし……1/2カップ

•タマネギ……1/2個　　•コンビーフ……1缶（80g）

•A  カレー粉、砂糖……各小さじ1

　　 マヨネーズ……大さじ3~4　　塩……少々

•酢……大さじ2　　•マカロニ……100g

<作り方>

①タマネギは薄切りにする。コンビーフは粗くほぐす。

②タマネギと酢をあえて5分おく。Aとゆでとうもろこし、コン
ビーフを加え、よくあえる。

③マカロニはたっぷりの湯で、表示通りにゆでる。ざるに上げて
水で洗い、ペーパーで水気をふきとって②に加えてあえる。

◆おいしいコツ：とうもろこしは水からゆでる!

•とうもろこしは水からゆで、沸騰してから3分で火を止め、ざ
るに取り、あとは余熱で仕上げる。みずみずしいのに歯ごた
えが残り、プリプリの状態が保てる。

（執筆 茂垣）

レンコン
　7月中旬から8月上旬は茎葉繁茂期
にあたり、それ以降、品種間差はある
が、花の開花立ちあがりとともに地下
茎の肥大期に入る。そこで、追肥や病
害虫防除をはじめ、適切な肥培管理が
重要である。

（1）立葉を健全に育てるとともに、地下茎の主茎、第一次分岐
茎の生長肥大を早めるため、7月中・下旬までに必ず追肥を
行う。

▶レンコンの窒素、リン酸、カリの吸収量が増加するのは7月中・
下旬から8月中・下旬である。

▶収量増加の期待できるケイ酸加里プレミアムやケイカリンプラ
スの追肥も有効である。

（2）褐斑病対策を徹底する。褐斑病は、曇雨天の続いた後や
台風など強い風雨があると広域で拡大する。

▶防除薬剤はトップジンM水和剤とトップジンM粉剤DLが収穫
前日まで使用できる。

▶使用回数は各々3回以内であるが、水和剤または粉剤DLのど
ちらかで防除し、合わせて3回以内の使用回数である。

（3）イネネクイハムシは7月中旬が防除適期で、トレボン粒剤
が収穫14日前までに3回以内使用できる。

▶トレボン粒剤は、水滴のある葉に付着すると薬害が生じる恐
れがあるので注意する。

（4）レンコンネモグリセンチュウ対策を強化する。
▶被害が予想されるほ場に作付けしたレンコンは、9月までに収

穫を終了する。
▶被害を受けたほ場では、夏~秋の対策として石灰窒素の施用

が有効。
•7月下旬~8月の夏施用では7~9割、9~10月の秋施用で

5~7割のセンチュウが減少するとのデータがある。
•センチュウ被害がひどいため、休作したほ場では石灰窒素を

8月に施用する。
◆石灰窒素施用の留意事項
＊₁10a当りの使用量は100kg。
＊₂防除資材としての使用は1ほ場1回。
＊₃薬害が出るので、㋐周辺ほ場にドリフトしない㋑水の流出の

ないほ場でのみ施用する。
◆グランドオンコル粒剤は、隣接田への漏水やドリフトの危険

性が高まる7月から12月は使用しないでください。
（注）記載農薬の登録は令和7年6月11日現在。使用する前に必ずラベルを確認

し、安全基準を遵守してください。

水 稲（高品質米生産をめざして）
【籾に蓄積するデンプンの由来】
◆出穂後は葉や分げつなどの栄

養生長が停止し、籾にデンプン
が蓄積して穂の生長が始まる。

◆籾に蓄積するデンプンの由来
•籾のデンプンのうち、出穂前に生産されるものは20~40%、

60~80%は出穂後につくられる。
▶近年多発する高温下の登熟では、葉の光合成能や籾でのデン

プン合成能が低下することから、デンプン粒とデンプン粒の
間に隙間ができ、白く濁った白未熟粒が発生しやすい。

▶夜温が高くなると、日中の光合成でつくられた糖が夜間の呼
吸により消費され、籾に移動する糖が減少するため、登熟不
良になりやすい。

【出穂後の水管理のポイント】：籾にしっかりとデンプンが蓄積
して登熟が進む水管理。

◆地温を下げて根の活性を維持する：田面の足跡に水が溜まっ
ている程度の飽水状態にすると、湛水状態に比べて地温が低
く推移する。

◆落水の時期：概ね出穂30日後⇒早期に落水すると、根の機
能の減退により登熟が不良となり、品質や収量が低下する。

【斑点米カメムシ類の防除対策】
◆等級落ちの主な原因のひとつとして斑点米カメムシ類による

着色米がある。
◆本県における主な斑点米カメムシ類は、イネカメムシ、クモ

ヘリカメムシ、アカスジカスミカメである。
◆防除のポイント（詳細は6月号）
▶畦畔雑草管理：畦畔や水田周辺の除草は出穂の14日前まで

に終わらせる。出穂期前後の除草はカメムシを水田内に追い
込んでしまい逆効果。

▶不稔粒対策（減収対策）：出穂期~穂揃期
•この時期にイネカメムシなどに集中して加害されると不稔（し

いな）になり減収する。また、穂は青立ちになる。
▶斑点米対策：乳熟期
•斑点米は農産物検査では着色粒に分類される。（1等米：混

入率0.1%以下）
表  稲のカメムシ類に登録のある主な薬剤（令和7年6月11日現在）

農薬使用の際は、ラベルの記載内容を守り、
周囲への飛散に注意して散布しましょう。

農業は “いのちを育む”
生命産業である

薬剤名 使用
方法 希釈倍数 使用時期/

使用回数
IRAC
コード

スミチオン乳剤 散布 1,000倍 収穫21日前まで/
2回以内 １B

キラップフロアブル 散布 1,000～
2,000倍

収穫１４日前まで/
2回以内 2B

エクシードフロアブル 散布 2,000倍 収穫７日前まで/
３回以内 4C

スタークル顆粒水溶剤 散布 2,000倍
収穫７日前まで/
３回以内 4Aスタークル粉剤DL 散布 ３ｋｇ/10a

スタークル豆つぶ 散布 ２５０ｇ/10a
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【【種の発芽3要素と光】
（1）水 分
▶発芽は種が水を吸うことから始まる。
•吸 水 量は 種 類 によって異 なり、イネ 科 の 種は 重さの

25~30%を吸水し、マメ科の種は重さの80~120%を吸
水して発芽する。

•硬実のニガウリ、オクラなどは果皮が水を通しにくいので、
まく前に一晩水に浸しておく。

（2）温 度
▶多くの野菜の発芽適温は20~25℃
•30℃程度の高温を好む野菜：ナス、ス

イカ、カボチャなど。
•15~20℃の低温が適するもの：

レタス、ホウレンソウなど。
（3）酸 素
▶発芽は呼吸を伴うため、十

分な酸素が必要
•種が土中深くに埋もれた

り、水没すると酸素不足
となり、発芽が悪くなる。

（4）光
▶光が必要な好光性種子：レ

タスなどのキク科やミツバな
どのセリ科野菜等。

▶暗黒で発芽の良い嫌光性種子：ヒ
ガンバナ科・ナス科・ウリ科野菜等。

表1  光と発芽の関係（野菜）

【種の寿命と保存】
◆主な野菜種の寿命（発芽能力を維持できる期間）：種の選

別の精度が上がり、昔と比べると発芽率が著しく向上し、
種の寿命も長くなっている。

表2  主な野菜の種の寿命の目安

＊実際には、表の年数よりも、かなり長く保存できることが
多い。

◆適切な種の保存
▶種の保存方法：いちばん大切なのは乾

燥状態を保つこと。
•陰干しする：残った種は半日ほ

ど陰干しして、よく乾かす。
•乾燥剤と一緒に密封：種を

種袋に戻し、乾燥剤を入れ
て、テープなどで封をす
る。

•冷暗所で保存：種袋は密
閉容器に乾燥剤とともに
入れて冷暗所で保存。冷
蔵庫ならさらに良い。

【種まきのコツ】
（1）新しい種を使う

▶種袋には発芽率や有効期限が表
示されている。古い種ほど発芽能

力が落ちるので、新しい種を使う。
（2）まき床を均平に

▶まき床にでこぼこがあると、種が土に埋まる深さ
や土の乾湿にムラが出るので、土を平らにする。

（3）まく種の量は多過ぎない
▶種袋の種をすべて使い切ってしまおうとすると、ついつい厚

まきになりがちである。
•こうなると間引きの手間が増え、間引きの遅れは株立ちの

密生を招き、株がヒョロヒョロに伸びてしまう。
（4）覆土が厚すぎない
▶種の直径の3倍程度に土をかぶせるのが標準。
•覆土の後は手で軽く土を押し付けて鎮圧し種と土が密着す

るようにする。
▶好光性種子は種が隠れる程度に覆土を浅くする。

（5）発芽までは乾燥させない
▶種は水を含むと直ちに活動を始めるので、発芽までの灌水

は欠かせない。
•ジョウロのハス口を上向きにして、優しく灌水する。
•発芽後は灌水を控えめにして、しっかりした苗に仕上げる。

  （執筆　茂垣）

種まきのコツをつかんで
野菜作りをスタート

特集情報

分　　類 種　　類

好
光
性
種
子

アブラナ科 キャベツ類、カリフラワー、ブロッ
コリーなど

キク科 ゴボウ、レタス、シュンギク
セリ科 ミツバ、セロリ、ニンジン
シソ科 シソ

嫌
光
性
種
子

アブラナ科 ダイコン
ヒガンバナ科 ネギ、タマネギ、ニラ、リーキ
ナス科 トウガラシ、ナス、トマト

ウリ科
スイカ、カボチャ，ヘチマ、ユウガ
オ、トウガン、
キュウリ、シロウリ

寿　命 野 菜 の 種 類

１～２年 ネギ、タマネギ、ニラ、レタス、キャベツ、ゴ
ボウ、ニンジン、ホウレンソウなど

２～３年 ダイコン、ハクサイ、カブ、スイカ、インゲン、
エンドウなど

３～４年 キュウリ、カボチャ、トマト、ナスなど
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【【種の発芽3要素と光】
（1）水 分
▶発芽は種が水を吸うことから始まる。
•吸 水 量は 種 類 によって異 なり、イネ 科 の 種は 重さの

25~30%を吸水し、マメ科の種は重さの80~120%を吸
水して発芽する。

•硬実のニガウリ、オクラなどは果皮が水を通しにくいので、
まく前に一晩水に浸しておく。

（2）温 度
▶多くの野菜の発芽適温は20~25℃
•30℃程度の高温を好む野菜：ナス、ス

イカ、カボチャなど。
•15~20℃の低温が適するもの：

レタス、ホウレンソウなど。
（3）酸 素
▶発芽は呼吸を伴うため、十

分な酸素が必要
•種が土中深くに埋もれた

り、水没すると酸素不足
となり、発芽が悪くなる。

（4）光
▶光が必要な好光性種子：レ

タスなどのキク科やミツバな
どのセリ科野菜等。

▶暗黒で発芽の良い嫌光性種子：ヒ
ガンバナ科・ナス科・ウリ科野菜等。

表1  光と発芽の関係（野菜）

【種の寿命と保存】
◆主な野菜種の寿命（発芽能力を維持できる期間）：種の選

別の精度が上がり、昔と比べると発芽率が著しく向上し、
種の寿命も長くなっている。

表2  主な野菜の種の寿命の目安

＊実際には、表の年数よりも、かなり長く保存できることが
多い。

◆適切な種の保存
▶種の保存方法：いちばん大切なのは乾

燥状態を保つこと。
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  （執筆　茂垣）

種まきのコツをつかんで
野菜作りをスタート

特集情報

①刈払い機⽤チップソー
（やまびこ純正TRL10インチ）
②ローズポーク
（ローススライス500g）
③ペットボトルお茶
（Aコープ緑茶500ml 24本）

茎葉処理除草剤
（ラウンドアップ
 マックスロード5.5L）

＊以下のいずれか1つを
お選びいただけます

500袋購⼊に

つき

対象銘柄はコチラの3つ

250袋購⼊に
つき

対象銘柄の購⼊数量に応じて、下記の奨励商品を進呈いたします！

50袋購⼊に
つき ①

②

③

バッテリー式動⼒噴霧器
（霧姫ピーチ
 LSB110LI-JA）

秋肥キャンペーン

       今年も開催！

JA⽔郷つくば

（組み合わせ例）
350袋購⼊した場合
茎葉処理除草剤1本、チップソー1枚、
ローズポーク1セットを進呈

※写真は1㎏です

対象期間：2025/6/1∼2025/10/31 購⼊分
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会員の方が
丹精こめて
咲かせたあさがおを
是非、ご鑑賞に
いらしてください。

第２8回 ＪＡ水郷つくば年金友の会

あさがお競技会
８月19日（火） 午前８時～９時
かすみがうら市 あじさい館 エントランスアーケード下
かすみがうら市深谷3719番地1

※天候等により中止になる場合もあります。
問い合わせ　本店金融共済部金融課 029-822-0537

と　き

ところ

事前予約・不動産に関すること・リフォーム
水郷つくば農業協同組合　経済部　資産管理課　不動産管理センター

（TEL）029-824-8133   （FAX）029-823-2119
E-mail　ja-sgt.fudosankc@ja-ibaraki.jp

✿ ご案内 無料相談会 （誰でも申し込みいただけます） ✿

日時　：　7月23日 13：30～
場所　：　礎法律事務所

 　　　　
担当　：　鈴木  實  弁護士
申込締切日　：　7月22日火

日時　：　7月25日金 13:30～15：00
場所　：　竜ケ崎中央支店

）（ 　　　　
担当　：　不動産管理センター　阪場浩司
予約不要　お気軽にお越しください。

法 律 相 談 会
無 料無 料

不 動 産 相 談 会

龍ケ崎市藤ケ丘６－１－１

不動産売却・
利活用方法等

相続・近隣との
トラブル解消等

水

（土浦市大手町4－17）

この活動は、地域の活性化、地域組合員との交流や親交を育むために企画しました。
地域の老若男女の誰でも参加いただけます。
参加費用はかかりません。JA共済くらしの活動助成金をもって運営しています。
当日の持ち物として、室内履物（運動靴でお願いします）。
汗拭きタオル、水分（飲み物）をご持参ください。（見学のみも可能です）。

タップダンスレッスンⅣ
足元から健康を考える

事務局　わかくさ支店　石橋
　　　　TEL 0297-68-2934
　　　　住所 北相馬郡利根町中田切146

主催　JA水郷つくば

講師紹介
小野 妃香里
３歳でモダンバレエを始め１５歳でミュージカルの舞台を踏む。
現在は舞台を中心にストレートプレイまで幅広く活躍している。
また、ライブやショーなどの振付、構成、演出も手掛ける。
☆開催場所
　利根町生涯学習センター
　（北相馬郡利根町中谷967番地）電話 0297-68-3263

ＪＡ水郷つくばお盆休業のお知らせ
サンフレッシュ土浦店・新治店・霞ヶ浦店・
はすの里店
8月14日(木)~16日(土)は休業となります。。

サンフレッシュつくば店
通常営業致します

サンフレッシュ花野果店
8月14日(木)~15日(金)は休業となります。
8月16日(土)は営業致します。

グリーンショップ各店
8月13日(水)~15日(金)は休業となります。

ローンセンター
8月14日(木)~8月17日(日)は休業となります。

マシーネかすみ
8月9日(土)~17日(日)は休業となります。

千代田農機センター
8月9日(土)~17日(日)は休業となります。

霞ヶ浦農機センター
8月9日(土)~17日(日)は休業となります。

霞ヶ浦自動車センター
8月9日(土)~17日(日)は休業となります。

下根農産物直売所・利根農産物直売所
8月13日(水)~8月15日(金)は休業となります。

産地直売所愛菜園
8月14日(木)~8月16日(土)は休業となります。

（お問合わせ、申し込みは事務局までお願いします）

レッスン日 レッスン会場

10月  4日（土）16時から17時30分 利根町生涯学習センター（予定）

10月11日（土）16時から17時30分 利根町生涯学習センター（予定）

10月18日（土）16時から17時30分 利根町生涯学習センター（予定）

10月25日（土）16時から17時30分 利根町生涯学習センター（予定）

11月  1日（土）16時から17時30分 利根町生涯学習センター（予定）

11月  8日（土）16時から17時30分 利根町生涯学習センター（予定）

11月15日（土）16時から17時30分 利根町生涯学習センター（予定）

以降の日程については、随時ご連絡いたします。

　　　12月：２回、１月：3回、２月：４回、３月：１回

タップダンスレッスンは全19回を予定しています。
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第5回　令和7年6月20日（金）開催理事会報告

無料 年金相談会 8月30日土 ９：００～１５：００
土浦西支店
土浦市粕毛705-2
TEL：029-821-4081
担当：関口

9月6日土 ９：００～１５：００
竜ケ崎西支店
龍ケ崎市馴柴町1区26-1
TEL：0297-66-1616
担当：河村

※相談会は予約制になっており
ますので、事前にお電話でご
予約をお願いいたします。

協 議 事 項 報 告 事 項
(1)  「自己資本比率算出要領」の全部改正について

（案） 
(2)  ㊙出資金の口数変更について（案） 
(3) こすもす阿見の移転及び改築工事について（案） 
(4) その他 

(1)  令和7年度第2四半期余裕金運用方針について
(2) 定期貯金サマーキャンペーン２０２５の実施につ

いて
(3) 定期貯金プレミアム金利キャンペーン実績報告

について
(4) 令和５年産米 ＪＡ独自共同計算の決算について
(5) 食材センター配送業務の移管について
(6) その他

情報提供窓口について
　当組合の監事は、経営の健全な発展に資するため、農協法第35条の５および農協法施行規則第81条に
基づき、理事等による組合の適正な業務遂行を阻害する行為に関する情報（組合経営に関する事象に限
る）の提供を求めています。
　当組合の理事等の組合経営に関する気になる行為について、見たり聞いたりした事柄があれば電話
または封書にて下記宛に連絡くださいますようお願いします。

水郷つくば農業協同組合　監事会

連絡先：住所　　　土浦市小岩田西一丁目１番１１号
　　　　電話番号　０２９－８２８－７７６１
　　　　部署名　　監査部　監査室
　　　　受付監事　常勤監事　宛
　　　　お電話の場合は、月曜日～金曜日、８時３０分～１７時にお願いします。

※当組合の業務に関する一般的な苦情等については、別途窓口を設置しておりますので、そちらをご利
用ください。
※ご好意による情報提供であっても、誹謗・中傷に類似する内容のものは受付いたしかねますので、予
めご了承ください。

【信用共済事業相談窓口】　　住　　所　　土浦市小岩田西一丁目１番１１号
　　　　　　　　　　　　　電話番号　　０２９－８２２－０５３７
　　　　　　　　　　　　　担当部署名　金融共済部

【その他に関する相談窓口】　住　　所　　土浦市小岩田西一丁目１番１１号
　　　　　　　　　　　　　電話番号　　０２９－８２２－０５３４
　　　　　　　　　　　　　担当部署名　総務企画部
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組合員・地域の皆様へ

※ご記入いただいた個人情報は、申込商品の発送、代金決済、関連するアフターの提供、及びその他当組合の提供する商品、サービス以外には利用しません。

ふれあい期間特別価格

1枚 １,１00円 (税込）

申込期日：令和７年7月25日（金） 配送予定日：８月中旬 ※在庫無くなり次第終了となります

お求めはＪＡ各支店購買窓口まで

特
価 格

通常1 , 2 9 8円（税込）のところ

７月のJJAA水郷つくばのふれあい期間中にぜひお買い求めください
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あれれ！？
お金が

なくなってる！！！

1 JAバンクを装った
メールがくる 2 IDとパスワードを伺うメールが届く 3 IDとパスワードを返信してしまい

知らない人に情報を盗まれてしまう 4 盗まれたIDとパスワードを
悪用されてしまう

誰かに
「フィッシングメール」

を送って
ID/パスワードを
聞き出してやろう

あら！やだ
急いで

IDとパスワードを
返信しなきゃ！！

よしよし、
IDとパスワードを盗んだぞ

JAバンクから
お金を引き出してやろう

JAバンクご利用の皆さま
〇月×日JAバンクサイトの
緊急メンテナンスを行います。
ID/パスワードを入力して
至急ご返信ください。
ご返信いただけないと
ネットバンクのご利用が
できなくなります。
ID:
パスワード：

ID:〇〇〇〇〇〇
パスワード：××××

残高0円

メール送信 返信

JA〇〇の××です。
カードを

お預かりします

〇×警察署ですが
あなたの貯金口座が
不正に利用されています

口座番号は〇〇…
暗証番号は××…ヒヒ

ヒ…

そんな…
騙された…

しめ
しめ
…1 2 3 4

暗証番号の聞き出し、現金の振込み指示や、
ATMでの還付金返還の連絡を
電話などで受けた場合

ご家族やご親戚、JAバンク窓口、
警察などにご相談ください

万が一、暗証番号を教えてしまった場合は
口座開設店舗へ至急ご連絡ください

警察ご家族・ご親戚 JAバンク窓口

詐欺にご注意ください土浦防犯ニュース 令和7年7月号
土 浦 警 察 署
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HOROSCOPES8月のあなたの運勢

8月

7月

　みなさん、こんにちは。パソコン研究会では先月雨模様の中、迎賓館赤坂離宮
への撮影会を開催しましたが、急遽閉館ということで国会議事堂を見学してきまし
た。講座ではホームページ講座を開催し、エクセルや農業簿記ソフトなどを予定し
ております。定例会などお問い合わせはメール等にてお願いします。　　　　　　

事務局：営農企画課　担当：折本　☎029-823-7001
メール：dappepc@gmail.com　宮崎

※ホームページは「ぱそこんだっぺ」で検索

1日、15日  WEB　8日 定例会 HP講座　22日 定例会
29日 定例会、PCフォーラム発行など
5日、19日  WEB　12日 定例会　
26日 定例会、PCフォーラム発行など

定例会予定

今月の特集　　  LINEやメールでの返信とリアクションについて
　もう20年以上前ですが、
ハウスでバラ栽培を経営し
ていた時、10年＋の期 間
インターネットで花束販売
を して い ま し た。ま だ、
LINEなどもないしプロバイ
ダーのメールアドレスの電
子メールを使っていました。
ホームページもすべて手作りで買い物かごの機能がぼちぼち出
てきたころです。受注のやり取りから代金請求などすべてメー
ルのやり取りで行ってきました。メールでの取引はすべてうまく
いったので、自信がつきました。その当時全国の農業者の中で、
花をはじめ野菜類、お米、お茶などの栽培者で自分でホーム
ページを作り販売に結び付けたい有志が全国組織を作りまし
た。JA土浦のパソコン教室が最も機材がそろって学べる場所と
いうことで土浦市内のホテルに宿泊しながら「ホームページ講
座」を開催しました。北海道、福島、群馬、長野、千葉等々
から集まりました。そのメンバーのモットーの一つには「何が
あっても朝昼晩のメールチェック」というのがありました。さて、
前置きが長くなってしまいましたが、今月はLINEやメールでの
やり取りについて考えてみました。
　LINEやメールでのやり取り、特に要件を送ったときに「既読
はついたけど返信がない…これって伝わったの？」とモヤモヤ
すること、ありませんか？ 

◆なぜ返信がないのか？
返信がない理由はいくつか考えられます。
●「了解」の返信は不要だと思っている： 相手が「読んだから、これで

終わり」と考えているパターンです。特に急ぎの要件でなければ、こ
れで完結と捉えているのかもしれません。

●返信するのを忘れている/後回しにしている： 忙しくて返信を忘れ
てしまったり、後で返そうと思ってそのままになっているケースです。

●内容を理解できていない/どう返せばいいか迷っている：内容が複雑
だったり、判断に迷う内容だと、すぐに返信できないことがあります。

●あえて返信しない（無言の同意）: 質問形式でない「～してくださ
い」といった依頼の場合、返信がないことで「承諾した」という意思
表示と捉える人もいます。

◆返信が早い・返しが絶妙な理由
　相手への配慮と信頼構築： 返信が早いと、相手は「自分のことを

気に留めてくれている」「仕事が早い人だ」と感じ、安心感と信頼
感を抱きます。特に営業においては、顧客との信頼関係がビジネ
スの生命線なので、この点は非常に重要です。

◆相手を良い気分にさせてくれるコミュニケーション
　上記のことができる人は、単なる情報の伝達を超えた「思いやり」

や「気遣い」の表れだと感じます。

　円滑なコミュニケーションのためには、相手に「どうしてほしいか」を
明確に伝え、そして相手が返信しやすいような配慮も大切です。
また、私たち自身も「返信は必要か？」と立ち止まって考える習慣
をつけることで、より良いやり取りができるようになるはずです。

1. コミュニケーションの重要性を理解している
　社長業など、多くの人と関わる立場の人は、円滑なコミュニケーショ

ンがビジネスの生命線であることを深く理解しています。単に情報
を伝えるだけでなく、相手がどう受け取るか、どう感じるかまでを考
えてメッセージを送っています。

2. 相手への敬意と感謝を示す
　「了解しました」という一言や、お辞儀のスタンプ一つでも、「見てく

れた」「受け止めてくれた」という安心感を与え、相手への敬意や感
謝を示すことができます。これは、人間関係を円滑にし、お互いの気
持ちの良いやり取りを築く上で非常に重要です。

3. 相手の気持ちを想像する力がある
　「既読スルーされると、相手は不安になるかもしれない」「これで本当

に伝わったかな？ と思うかもしれない」といった、相手の感情を想像
する力に長けているのだと思います。だからこそ、たった一言やスタ
ンプでも、相手を安心させるための行動ができるのでしょう。

4. 信頼関係を築くための投資
　これらの行動は、短期的な効率性だけでなく、長期的な信頼関係を

築くための「投資」とも言えます。相手に「この人とやり取りするのは
気持ちがいいな」と感じてもらうことで、次の協力や依頼がスムーズ
に進むようになるのではないでしょうか。

◆LINEの場合は、スタンプで「了解です」と伝えるのは非常に有
効な手段です。文字を打つ手間が省けるので、相手も気軽に返信で
きますし、送る側も「きちんと伝わったな」と安心できますよね。　

　もちろん、スタンプだけで済ませて良いかどうかは、相手との関係性
ややり取りの内容にもよります。

　たとえば、パソコン研究会の仲間内でのやり取りや親しい友人との
連絡であれば、スタンプは「了解しました」の意思表示として十分に
機能します。むしろ、その手軽さがLINEのメリットとも言えるでしょう。

　**「返信は必要だけど、文字を打つのが面倒」**と感じる場面では、
積極的にスタンプを活用してみるのがおすすめです！

研究会では、Excel講座をはじめ、ホームページ講座、写真講座、
スマホ講座などを開催していく予定ですのでご参加お待ちしてい
ます。　　　　　　　 （文、写真　担当：小林）
ホームページもご覧ください。

研究会HP　　　　JA広報誌WEB版

写真：宮崎会長

※当選者の発表は発送をもって代えさせて頂きます。

住所・氏名・年齢・感想をそえて下記の宛先までお送りください。

〒300-0833 土浦市小岩田西1丁目1-11
ＪＡ通信水郷つくば編集係  FAX 029-824-4086
E-mail:jatuti.somu11@ja-ibaraki.jp

二重マスの文字をアルファベット順に並べてできる言葉は何でしょうか？Q

A

62
切手

切手

切手

前号の答え「ネガイゴト」でした

7/31（木）〆切

モナ・カサンドラ
プロフィール

占いを学術的に解析する「ルネ・ヴァン・ダール研究所」の

研究生となり、占星学のロジックを徹底的に解読・探求。

コンピュータによるホロスコープ作成の道を拓いた。現在は

執筆活動を始め、さらなる占星の研究を重ねている。

抽選で5名様にクオカード500円分が当たります!
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JA水郷つくば

2025
サマーキャンペーン

0.650.65%年
（税引後 0.517%）

期間 1年もの 適用金利

0.800.80%年
（税引後 0.637%）

期間 3年もの 適用金利

支店窓口にて普通貯金から定期貯金へ振替で作成する場合下記金利を適用いたします。

期間 1年もの  年 0.40%　　期間 3年もの  年 0.45%

新たな資金
限定※ 特別金利定期貯金

※「新たな資金」とは2025年６月１日～７月31日の間に「他の金融機関や現金
で保有されている資金」を当ＪＡにお預け替えいただいたご資金を指します。
期間中に当ＪＡから払戻された資金の再預入れは対象外となります。また、
別名義でのお預け替えも併せて対象外となりますので、ご了承ください。

振替定期

●預入対象：個人のお客様
●募集総額30億円に達した時点で販売終了となります。
●組合員以外の方、農家以外の方もご利用いただけます。

取扱期間　 2025年７月１日火 　 2０２５年７月31日木取扱期間　 2025年７月１日火 　 2０２５年７月31日木

2025年５月31日現在
店頭表示金利
スーパー定期貯金

１年もの 0.275％
３年もの 0.350％

（税引後 0.318％） （税引後 0.358％）

ＪＡ通信水郷つくば 　発行／水郷つくば農業協同組合　 〒300-0833 茨城県土浦市小岩田西1丁目1番11号／TEL 029-822-0534㈹
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